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スイスードイツ語圏ベルン邦一における初等科学教育
田中 賢二
スイスードイツ語圏ベルン邦一における初等科学教育の現状を,いわば学校教育法,同施
行規則,学習指導要領などから,明らかにした｡独立教科ではなく,教科 ｢自然一人間一共
同社会｣の中の科目 ｢理科 :自然一人間一技術｣,4テーマ ｢自然事象と自然体験｣｢自然体
験｣｢エネルギーと物質｣｢生物の形態｣に属する34項目で行われており,能力育成が大き
な位置を占め認識と知識の習得は高学年になるとともに重要となっており,物理分野の内容
が多いが低学年では生物分野が多いこと,しかし,そもそも授業時間数や内容に関する拘束
性は強くないことを明らかにした｡
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l.はじめに (Von〃ort)
初等教育段階,義務教育の最初の段階における初
等科学教育は (例えば日本の ｢理科｣のように)独
立した教科を設けて行われている場合と (例えば日
本の ｢生活科｣のように)科学教育を含む教科の中
でなされていると解釈される場合とが,ある｡
既に,筆者は,ドイツについては第二次世界大戦
以前において世界をリードしてきた伝統を背景にも
つ (西) ドイツにおける物理教育の現代化1)など〕
連の研究を行い,その中で初等科学教育にも触れて
きた｡
いわゆる,東 ･西ドイツの成立 (1949)から,ほ
ぼ40年を経て,東 ドイツ (ドイツ民主共和国
DeutscheDemokratischeRepublik)が邦 (Land)
を復 活 し,西 ドイ ツ (ドイ ツ連邦 共和 国
BundesrepublikDeutschland)に編入する形で,ド
イツ統合 (1990)が達成された｡そこで,旧東ドイ
ツ地区のチューリンゲン邦に焦点を当て,いわゆる
西 ドイツ化のもとでの初等科学教育の変遷Z)を,一
方,チューリンゲン邦の南隣,旧西 ドイツ地区 ･バ
イエルン邦に焦点を当て,近年における初等科学教
育の変遷 3'も,さらに,西隣のドイツ･バイエルン
邦との比較の視座に立ち,ドイツ語圏であるオース
トリア (オーストリア共和国RepubLikOsterreich)
の初等科学教育の現状4)ち,明らかにしてきた｡加
えて, オース トリア とスイス (スイス連邦
SchweizerischeEidgenossenschaft)とに挟まれた
ドイツ語を公用語とするミニ国家 ･リヒテンシュタ
イン (リヒテ ンシュタイン候国FClrStentum
Liechtenstein)に焦点を当て,初等中等教育段階に
おける科学教育の現状5)ち,明らかにしてきた｡
引き続き,本稿の具体的な目標は,スイスードイ
ツ語圏ベルン邦 (Kanton)一における初等科学教
育の現状を,いわば学校教育法,同施行規則,学習
指導要領6-1'などから,明らかにすることである｡
前もって,表1で,日本を含めドイツ語圏諸国の
概要を,比較して示しておく｡
なお,スイスのベルン(フランス語読みでベルヌ)
邦 (面積で東京区部,人口で仙台に相当)は,26
邦からなるスイス連邦の首都かつ邦都ベルン市 (面
積で足立区,人口で台東区に相当)を有し,人口 ･
面積で第2の邦であり,フランス語圏地区が一部あ
るものの,ドイツ語圏の邦とみなされている｡
Jl.枠組み (Rahmen)
スイス連邦憲法によれば,スイスが26の邦から
なる連邦国家であること (1条), ドイツ語を含み
4つの国語があること (4条),学校制度は邦の権
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表l スイス.リヒテンシュタイン.オーストリア, ドイツ,日本 (概要)
スイス連邦 (誓約者同盟) リヒテンシュタイン侯国 オース トリア共和国 ドイツ連邦共和国 日本
SchweizerischeEidgenossenschaft(ドイツ語),Con蛤derationSuie(フランス f z eSvizzeraイ夕1)ア語),ConfdraziunSvizロマンシユ語),Cof deratioHelvetca(ラテン語) FOrstentumLiechtensteinRepubHkOsterreich BundesrepublikDeutschtand
言語 ドイツ語,フランス語,イタリア語,ロマンシユ (レトロマニシユ)請 ドイツ語 日本語
宗教 キリス ト教 神道,仏教等
通貨 スイス .フラン ユ-ロ 円
首都 ベルンBern ファドウ-ツVaduz ウィーンWien ベルリンBerlin 東京
面積 41,290平方km 160平方km 83,859平方km 356,733平方km 377月35平方km
人口 約750万人 約3.3万人 約820万人 約8200万人 約13000万人
政体 連邦共和制/直接民主制(議会統治制) 立憲君主制/侯爵 連邦共和制/大統領 象徴天皇制
限であること (62条)を,確認できる｡
26邦 は協定 (学校調整 に関す る邦 間協定
KonkordattiberdieSchulkoordination)を結び,学
校制度の調整を行っており,義務教育年限を9年,
大学人学資格であるマトウ-ラ試験まで12ないし
13年などを定めている｡
表2は,ベルン邦憲法VerfassungdesKantons
Bernの第42,43条である｡
表2 ベルン邦憲法一学校制度の諸原則 ･学校
42条 学校制度の諸原則
1.学校は,身体的 ･精神的 ･創造的 ･情緒的 ･社会的諸
能力の調和的発達を促進し,環境に対する責任感を増進
する目的を有している｡
2.邦と市町村は,子どもの教育において,両親を支援す
43条 学校
1.邦と市町村は,公立の幼稚園と学校とを指導する｡授
業は宗教に依存せず,政治的に中立である｡
2.邦と市町村は,公的な課題を満たす私立学校に,公費
補助を行う｡
3.邦は,私立学校と私的な授業とへの管轄を実施する｡
環境教育を掲げていること,宗教を正規の教科と
定めろ (ドイツ連邦共和国基本法第7条3項)ので
はなく,教育の政治的宗教的中立性を表明している
ことで,特記される｡
Il. 1.学校制度 (Schulwesen)
表 3は,ベルン邦の国民学校法volksschulgesetz
(VSG)の第3条である｡
義務教育9年間にわたり通学する学校は国民学校
VolksschuJeと称されるが,初等教育段階6年間の
学校を初等学校Primarschuleと称することもあり,
表3 ベルン邦の学校制度一初等及び前期中等
3条 構成,概念
1.国民学校の最初の6年間が初等教育段階であり,その
後の3年間が前期中等教育段階である○
2.前期中等教育段階は,実科学校と中等学校,実科学校
コースと中等学校コース,あるいはそれらの融合とに分
かれるo
3.中等学校コースは,組織的に,ギムナジウムに付加さ
前期中等教育段階の3年間は,実科学校Realschule
(コース)と中等学校Sekundarschule (コース)な
どに分かれている (ともに5割程度が在学)｡
後期中等教育段階に属す普通教育学校の内,ギム
ナジウム (同年齢の2割程度が在学)は,法的には
Maturiはtsschuleマ トウ-リテ- ト･シューレ
(Maturaマ トウ-ラ,Maturit畠t大学人学資格を授与
できる学校)と呼ばれている｡マトウ-ラ取得まで
は4年間であるが,最初の1年間は中等学校 (コー
ス)の中で行うことで,大学人学資格であるマトウ
-ラ試験までを計12年間に定めている｡
結局,ベルン邦の学校制度は,633制 ･前期中
等教育段階から分岐するフォーク型となる｡
Il. 2 . 学 習 指 導 要 領 ･週 授 業 時 間 数
(Lektionentafeln)
表4は,ベルン邦国民学校学習指導要領Lehrplan
ftlrdieVolksschuledesKantonsBernの冒頭部分で
ある｡
この国民学校現行 (新)学習指導要領は1995年
に告示され3年間の年次進行で完全実施に移されて
きていること,旧学習指導要領が1983年告示であ
ったことを,確認できる｡
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表 4 ベルン邦国民学校学習指導要領
ベルン邦教育長は,1992年5月19日の国民学校法12条に
従って,定める｡つまり,
1.ベルン邦国民学校本学習指導要領は,ベルン邦初等･
前期中等教育段階のドイツ語圏の公立学校全てに対して
適用する
2.第9学年のギムナジウムコー スの授業に対する規定は,
別個,定める｡
3.国民学校学習指導要領は,以下のように適用開始する｡
つまり,
1-7学年:1996年8月1日
8学年:1997年8月1日
9学年:1998年8月1日
4.ベルン邦初等学校･中等学校学習指導要領,1983年
9月1日初等学校版,また,1983年9月1日の義務教
育内で中等学校及びギムナジウムコース学年版は,下記
移行規定を条件にして,以下のように適絹停止する｡
1-7学年:1996年7月31日
8学年:1997年7月31日
9学年:1998年7月31日
表 5は,国民学校の初等教育段階の週授業時間表
である｡
表 5でわかるように,初等教育段階に,科学が独
立教科としては登場しない｡日本の小学校教科など
との対比からすれば,ベルン邦の言語であるドイツ
語が国語に,フランス語 (5-6年)が外国語活動
(5- 6年)に,自然一人間一共同社会が生活 (1
- 2年) ･社会,理科 (3- 6年),家庭 (5- 6
午).道徳 (1-6年),総合的な学習の時間 (3-
6年),特別活動 (1-6年)などの機能を総合し
た教科に相当していることになる｡
表 6は,国民学校の前期中等教育段階の週授業時
間表及び実科学校と中等学校との違いである｡
表6でわかるように,前期中等教育段階にも,料
学が独立教科としては登場しない｡日本の中学校教
科との対比からは,言語教科として ドイツ語,フラ
ンス語,イタリア語,英語,ラテン語があること,
保健,技術 ･家庭がないこと,自然-人間一共同社
会が社会,理科,道徳,総合的な学習の時間,特別
活動などの機能を総合した教科に相当していること
が注目される｡
なお,実科学校と中等学校との (必修授業での)
違いは,履修言語 (フランス語,英語,イタリア語,
ラテン語の履修の有無や時数)と選択授業のミッテ
ルシューレ準備 (上級の学校進学準備)授業の有無
である｡また,後期中等教育段階,ギムナジウムで
は,物理,化学,生物の3教科があり,授業時間数
からは同じ重み (週授業時間数合計が全て同じ)を
持たせている｡
結局,注目するベルン邦における初等教育段階の
科学 (理科)教育,初等科学教育は,自然一人間一
共同社会に焦点を当てることになる｡
I".初等科学教育
Il.1.4テーマ ･34項目
学習指導要領における自然一人間一共同社会とい
う教科の解説には,｢人間Menschは,自分自身 ･
他人 ･環境との出会いと議論の中で生活している｡｣
｢社会 ･文化 ･自然環境 一人間に関係 している世
界一は,それらとともに共同社会Mitweltを作 り上
げている｡｣という言及がある｡
表7は,初等教育段階の教科 ｢自然一人間一共同
社会｣で言及している5科目:宗教/生活科,歴史,
家庭,地理,理科,そして15区分を表にまとめて
示したものである｡ 5科目とも人間に関わらせて意
味づけをしている｡
結局,教科 ｢自然一人間一共同社会｣は,人間を
中心において作 り上げた広領域教科 ･内容教科 ･応
表5 初等教育段階の週授業時間表 (LektionentafeLPrimarstufe)
ObligatorischerUnterricht Schuljal1r**
必修授業 1 2 3 4 5 6 計 %
NahトMensch-Mitwelt自然一人問-共同社会 6 6 7 7 7 7 40 24.7
Deutschドイツ語 5 5 5 5 5 5 30 18.5
FranZ6sischフランス語 4 4 8 4.9
Ma也ema蝕数学 4 5 5 5 4 4 27 16.7
Gestalten造形 3 4 5 5 5 5 27 16.7
Musik音楽 2 2 2 2 2 2 12 7.4
Sportスポーツ 3 3 3 3 3 3 18 ll.1
Total計 23 25 27 27 30 30 162 100.0
FakultadverUnterricht選択授業
Gestalten造形 2 2 4
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表6 前期中等教育段階の週授業時間表 (LektionentafelSekundarstufeI)及び実科学校 (Real:ReaJschule)
と中等学校 (Sek:Sekundarschule)との違い
ObligatorischerUnterricht 7.Schuljahr 8.Schuljahr 9.Schuljahr
必修授業 7学年 8学年 9学年
Real Sek Real Sek Real Sek
Natur-Mensch_Mitwelt自然-人間-共同社会 9 9 8
Deutschドイツ語 4 4 4
Franzosischフランス語 4 2 3 2 3
Englisch英語 2
EnglischoderⅠtalienisch英語かイタリア語 2/3 2/3
Mathematik数学 4 4 4
Gestalten造形 5 4 4
Musik音楽 2 2 2
Sportスポーツ 3 3 3
Total計 3 1 33 28 31/32 27 30/31
FakultatiVerUnterricht選択授業
ⅠndiVidueleLernforderung個別学習支援 ～4 一4
Mittelschu1Vorbereitungミツテルシューレ準備 ～4 ～4
Englisch英語 2 2 2 2 2
Ⅰtalienischイタリア語 3 3 3 3
Lateinラテン語 4 4
?
?
?
?
7-9学年 実科学校 Real 中等学校 Sek
必修授業 計 % 最小計 % 最大計 %
Natur-MerLSCh-Mitwelt自然一人問-共同社会 26 30.2 26 27.7 26 27.1
Deutschドイツ語 12 14.0 12 12.8 12 12.5
Franzosischフランス語 8 9.3 10 10.6 10 10.4
Englisch英語 0 0.0 2 2,1 2 2.1
EnglischoderⅠtalienisch英語かイタリア語 0 0.0 4 4.3 6 6.3
Mathematik数学 12 14.0 12 12.8 12 12.5
Gestalten造形 13 15.1 13 13,8 13 13.5
Musik音楽 6 7.0 6 6.4 6 6.3
用教科であるといえる｡一方,表8でまとめて示す
ことができるように,17(延べ25)テーマがあり,
科目とテーマとの一対一対応は示していない｡
なお,7-9学年では各テーマがどの科目ないし
総合であるかという対応を示している｡ 1-6学年
の共通テーマであれば,それから科目などとの対応
がわかる｡
テーマ ｢エネルギーと物質｣は,7-9学年の指
示からわかるように,理科のテーマといってよい｡
また,表7の自然一人間一共同社会における15区
分における理科に該当する3区分 :自然経験,自然
理解,生態学的案内を考慮して,加えて,3つ ｢自
然事象と自然体験｣｢自然体験｣｢生物の形態｣も,
理科のテーマといえる｡そこで,表9のように,初
等科学教育は,初等教育段階の教科 ｢自然-人間-
共同社会｣における科学教育関係4 (延べ5)テー
マの目標 ･内容 (Grobzieleundlnhalte)項目数
(計34)とみなすことにする｡前期中等教育段階の
理科とは違って授業時間数のおおよその割合の指示
はない｡ただ,テーマ延べ数の比 (参照 :表8,
5/25)から単純に見積もると,初等教育段階の教科
｢自然一人間-共同社会｣の2割程度が,初等科学
教育となる｡
また,初等科学教育は,1-4学年と5-6学年
との 2区分 (それぞれ17項目)されているとみな
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表 7 初等教育段階の教科Fach｢自然一人間一共同社会｣における5科目Teilgebiet･15区分
1Religon-Mensch-Ethik Religon/Lebenskunde
宗教-人間-倫理 宗教/生活科
2Mensch-Zeit-Geselschaft Geschichte
人間一時代-社会 歴史
3MenschKonsum-HaushaltHauswirtscha氏
人間-消費一家庭 家庭
自然-人間-空間 地理
5NahlrMensch⊥Technik Naturkunde
1 Grunde血hmngen基礎経験
3 Zusammenleben-Lebensgestaltung共同生活-生活形態
4 EreignisundEntwicklung事件と発展
5 PolitischeOrientiemng政治的案内
6 Vergangenheit.Gegenwart-Zukunft過去-現在-未来
7 Gemeinschaft#%
8 Altagsbedti血isse日常の需要
9 UmgangmitGGtern財産の扱い
10 RaumlicheⅥelfaltundVer畠nderungen空間的な多様性と変化
ll RaumlicheOrientierung空間的な案内
12 GlobaleZusam enhange地球規模の関連
13 Na山rerlebnis自然経験
14 Naturverstandnis自然理解
表8 初等教育段階の教科 ｢自然-人間一共同社会｣における17 (延べ25)テーマThemenfeld
1 Ichselbersein-LebeninGemeinschaft自分の存在-共同社会での生活 1 1 1
2 Geschichten-Traditionen-Brauche歴史-伝統-風習 2 2
3 Zeit-Zeitspuren時間-記念日 3 3
4 lnmeinemLebensl-aum私の生活圏 4 4
5 Produzieren-Konsumieren生産-消費 5 5 10
6 Naturerscheinungen-Naturbegegnung自然事象と自然体験 6 6
7 Gesundheit-Wohlbe丘nden健康と無病息災 2
8 WeltbilderMenscbenbilderGo仕esbilder世界像-人間像-神 3
9 MenscheneinerWelt世界の人々 4
10 DieGeselschaftundihreVer豆nderung社会とその変化 5
ll DerStaatundseineEntwicklung国家とその発展 6
12 Unterwegssein-HandelundVerkehr途上,貿易と交通 7
13 Stadt-bnd;wovieleundwowenigeMenschenleben都市-いなか ;どこで,人はどれ 8
ほど住んでいるか
14 Lmdschaften-Lebensr乱lme景観-生活空間 9
15 Na山rbegegnlng自然体験 ll
17 ErscheinungformendesLebens生物の形態 13
表9 初等教育段階の教科 ｢自然一人間一共同社会｣
における科学教育関係4 (延べ5)テーマの目標 ･
内容 (Grobzieleundlnhalte)項目数 (計34)
学年投階 フ~一マ 項目数
1ノ2 自然事象と自然体験 8
3ノ4 自然事象と自然体験 9
5ノ6 自然体験 5
5ノ6 エネルギーと物質 6
5ノ6 生物の形態 6
せる｡
日.2.目標 (Richtziele,GrobzIele)
学習指導要領の言及である ｢教科の自然一人間一
共同社会において,能力,認識と知識,そして態度
という分野別の基本目標 (Richtziele)が作られる｡
3つの分野は条件付きでのみ区別されうる;相互に
補完,貫通し合うO｣に従い,教科 ｢自然-人間一
共同社会｣における科学教育関係4 (延べ 5)チ-
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表10 初等科学教育における目標 (Grobziele)とそれらの性格判定 (抜粋)
項目計34 学年段拷 テーマ4(延べ5) テーマ内番号 GrobzieleE]* 舵力 認識と知 態皮
1 1./2. 自然事象 1 Den VierNaturelementen mitalen Sinnen begegnen;Yon●●
と自然体 E血hrenemberichtenundeigeneFragenklaren.4つの自然元素を
験 全身全霊で受け入れる;体験を報告し疑問を閃かす
8 1ノ2. 自然事象と自然体験 8 Grossenabschatzenundmessen.量を見積もり測定する ●
9 3ノ4. 自然事象 1 SicheXemplarischmiteinerKulturpflanzeauseinandersetzen.事例的 ●
と自然体験 に栽培植物を話題にする
17 3ノ4. 自然事象 9 EXperimentierend Naturgesetze e血hren undVerstehen.Sick ●
と自然体 bewusstwerden,wieMenschenGesetzmassigkeitenderNatur
験 nutzen.自然法則を実験的に体験し理解する○人間が自然の合法別
性をいかに使っているかを認識する
18 5ノ6. 自然体験 1 Naturschauspiele wahrnehmen.tiber die Bedeutung von●●
NaturerscheinungenRirunsMenschennachdenken.大自然の景観
を気づく○我々人間にとって自然現象の意味を考える
34 5ノ6. 生物の形 6 DenReichtumaneinheimschenPflanzen-undTierartenundderen ●●
態 Schutzwtirdigkeiterkennen.郷土の植物と動物との多さとその保護
表11 初等科学教育における目標 (Grobziele)の
性格の分布
項目数 能力 認識と知識 態度 延べ項目数計
1.-6.学年 34 23 15 8 46
1.-4.学年 17 ll 5 4 20
5ノ6.学年 17 12 10 4 26
マの計34項 目 (GrobzieleundII血alte:目標 ･内容)
の内,この34の 目標 (Grobziele)を初等科学教育
における目標 とみなし,基本 目標の能力,認識 と知
識,そ して態度 という性格 (分野)で判断 した結果
(抜粋)が表10で,集計表が表11である｡
初等科学教育 における目標 は,能力 >認識 と知
表12 初等科学教育における内容 とそれらの性格判定 (抜粋)
項目計34 学年段階 テーマ4(延べ5) T-マ内番号 内容,指示Ⅰnhalte,Hinweise 坐物 化学 物哩
1 1ノ2. 自然事象と 1 Erde,Wasser,Luft,Feuer(Sonne)Weter土,水,空気,火 (太陽) ●
自然体験 天気
8 1ノ2. 自然事象と 8 Uhr(Sonnenuhr):Stunde,MinuteThermometer:TemperaturSchritte, ●
自然体験 Meter,ZentimeterrMATHSachrechnen時間 (日時計) :時間,分,
温度計 :温度,一歩,メートル,センチメートル/MATH数える
9 3ノ4. 自然事象と 1 SaenoderSetzen,Ziehen,EmtenundVerarbeiten/Getreide,｣円αchs,●
自然体験 Gem滋se-Produzieren-Konsumieren種を播くか植え付け,栽培する,
刈り取りと世話/穀物,亜麻,野菜-生産-消費
17 3ノ4. 自然事象と 9 Schwerkraft/Schwimmen,Sinken,Schweben,.Fliegen,Falen/●
自然体験 Magnetismus/Metale,Kompass/Fest,flusslg,gaSfomi g/Beispiele
vonAnwendungenindeT'Technik/GESTrG,Gestalterischer
Aspekt(Konstruktion)重力/浮く,沈む,漂う;飛ぶ,落下/磁
気/金属,コンパス/固体,液体,気体/技術における応用の例/
GESTTG,造形的な観点 (構成)
18 5ノ6. 自然体験 1 Weter,rages-undNachthimmel/EinjlilssevonNaturerdgnissen,. ●
WetterJ-uhligkeit/→Landschaften-Lebensraume/I
ErscleintLngSform endesLebens天気,昼の天空,夜の天空/自然現
象の影響 ;天候の感じ/-景観-生活空間/-生物の形態
34 5ノ6. 生物の形態 6 Naturschutzregeln/Arlenvielfau,roteListeTL/KontakteZuFachleuten●
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識>態度 (1-4学年,5/6学年ともに)になり,能力
育成が大きな位置を占め,認識と知識の習得は高学
年になるとともに重要になってきていることがわか
る｡
"I.3,内容 (lnhalte,Hinweise)
教科 ｢自然一人間一共同社会｣における科学教育
関係 4 (延べ 5)テーマの計34項目 (Grobziele
undlnhalte:目標 ･内容)の内.この34の内容を
初等科学教育における内容とみなす｡これらを,級
期中等教育段階の科学教育関連 3教科,生物 ･化
学 ･物理の性格 (分野)で判断した結果 (抜粋)が
表12で,集計表が表13である｡
初等科学教育における内容は,物理>生物>化学
(1.-4.学年 :生物>物理>化学)になり,化学分野
は扱われていないに等しい｡
この34項目である初等科学教育の内容には,関
連有 りの13指示 :関連テーマの指示 8 (延べ 9),
関連教科の指示 5 (延べ 9)がある (38.2%
=13/34*100)｡
表14は,教科 ｢自然一人間一共同社会｣におけ
表13 初等科学教育における内容の性格の分布
項目数 物理 生物 化学 延べ項目数計
1.-6.学年 34 19 16 3 38
ト4.学年 17 8 9 1 18
る17テーマへの関連を指示している初等科学教育
における内容 9 (実数8)項目が,どのようなテー
マであるのかを示している｡
科学教育のテーマが7テーマ (科学2テーマを含
む)に関係している,つまり,他の ｢5テーマを参
照せよ｣ということである｡逆に,初等科学4テー
マ分野への関連を指示している内容項目は, 6テー
マに属している｡科学教育テーマを除くと,5テー
マであり,科学教育のテーマは他の ｢5テーマから
参照される｣ということである｡
この5テーマは,同一 :私の生活圏,生産一消費,
社会とその変化,途上,貿易と交通,景観一生活空
間,であり､双方向的に関連していることになる｡
残 り8テーマ (-17-4-5):自分の存在一共同社
会での生活,歴史一伝統-風習,時間一記念日,健
康と無病息災,世界像一人間像一神,世界の人々,
国家とその発展,都市-いなか ;どこで,人はどれ
ほど住んでいるか,は,科学教育とは全く関係がな
いとみなせるテーマとなる｡
よって,教科 ｢自然一人間一共同社会｣における
17テーマの内で,科学教育に属するテーマ :関係
あるテーマ :関係のないテーマ-4:5:8とな
る｡科学教育に属すか関係のあるテーマと関係のな
いテーマとはほぼ同程度とみなせることになる｡
表15は,初等教育段階における必修教科などへ
の関連を指示 している初等科学教育における内容 9
(実数5)項 E]が,どのような教科などであるのか
表14 教科 ｢自然一人間一共同社会｣のテーマへの関連を指示 している初等科学教育における内容9 (実数
8)項目-7テーマ (科学教育テーマを除き5テーマ)
No.テーマThemenfeld .項目番号 項目番号 関連テーマ
1 自分の存在-共同社会での生活
2 歴史-伝統-風習
4 私の生活圏 4(1) 1有
7 健康と無病息災
9 世界の人々
10 社会とその変化 26(10) 3有
ll 国家とその発展
12 途上,貿易と交通 24(8) 4有
13 都市-いなか;どこで,人はどれほど住んでいるか
14 景観-生活空間 29(12) 18(6) 5有
15 自然体験 33(13) 6有 科学教育テーマ
16 エネルギーと物質 科学教育テーマ
17 生物の形態 18(6) 7有 科学教育テーマ
なお,項目番号の最初の数字は,34項目中における番号で,括弧の数字は関連有りの13項目中における番号であるO
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表15 初等教育段階における必修教科などへの関連を指示 している初等科学教育における内容 9 (実数 5)
項目-4教科など
1 NMMNatur-Mensch-Mitwelt自然-人間-共同社会
2 DEUDeutschドイツ語
3 FREFremdsprachen外国語
4 MATHMathematik&* 8(3) 20(7) 1有
5 GESGestalten造形 7(2) 17(5) 29(ll) 2有
6 BGBildneriSchesGestalten美術 7(2) 17(5) 3有
7 TrGTechnischesundteXtilesGestalten技術造形と織物 7(2) 28(ll) 4有
8 MUSMusik音楽
9 SPOSportスポーツ
なお,項目番号の最初の数字は,34項E]中における番号で,括弧の数字は関連有りの13項目中における番号であるQ
を示 している｡
14.7% (=5/34*100)の項 目が関連の教科などを
指示 してお り,その教科 な どは 4 (=4/10:
40%) :数学,造形,美術,技術造形と織物,で
ある｡これらは,科学教育の基礎 として必要である
教科などとみなしていることになる｡一方,残 りの
4教科 :ドイツ語,外国語,音楽,スポーツ,は参
照する必要がない,科学教育の基礎としてみなして
いないことになる｡
表12で示 した内容は,標準活字で示 している目
標の達成で考慮されるべ き内容 とイタリック活字
で示している目標の内容的方法論的説明に役立つ事
例的 ･指示的特徴をもつ内容とに区別されている｡
それらを区別 して表示 (抜粋) したのが,表16で
ある｡
初等科学教育の内容34項目において,必修的な
内容 (目標の達成で考慮されるべき内容)と事例的
な内容 (目標の内容的方法論的説明に役立つ事例
的 ･指示的特徴をもつ内容)とが常に指示されてい
るわけではない｡つまり,必修的な内容が指示され,
事例的な内容が指示されていない8項目,必修的な
内容が指示されていないが事例的な内容が指示され
ている6項目,必修的な内容と事例的な内容とが指
示されている20項 目である｡これは,内容に関す
る拘束性が強くないことを意味している｡
〟.おわりに
スイスードイツ語圏ベルン邦一における (通算呼
称第 1-6学年の)初等科学教育の現状を,いわば
学校教育法,同施行規則,学習指導要領などから,
明らかにした｡
初等科学教育は,独立教科ではなく,教科 ｢自
然一人間一共同社会｣の中の科目 ｢理科 :自然一人
表16 初等科学教育の内容34項目における必修的な内容 (目標の達成で考慮されるべき内容)と事例的な内
容 (目標の内容的方法論的説明に役立つ事例的 ･指示的特徴をもつ内容) (抜粋)
8 1し/2. 自然事象と体験 8 時間 (H暗計):時間,分,温度計:温度,一歩,メートル,センチメー トル
17 3/4. 自然事象と体験 9 重力/磁気/固体,液体,気体 浮<,淀む,lgう/腰ぶ,落下/金G,コンパスp,./冴貯iこぶ67る応Mのm
18 5ノ6. 自然体験 1 天気,昼の大空,夜の天空 Bガ屠虜の.影響′方犀の感C
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表17 ドイツ語圏一諸国諸邦一における初等科学教育 (概要)
スイス.ベルン邦 リヒテンシユ オーストリ ドイツ.バイエルン邦 ドイツ.チューリンゲン邦
初等教育段階の年数 6 5 4 ㌔4 4
初等科学教育を含む 自然-人間-共同社 人間 と環境 事象教授Sa-郷土及び事象教授Heimat-郷土及び事象科 Heimat-und
初等科学教育に該当 自然-人間-技術 実科 Realien/ 自然Natur,.自然 の 中 の 生 活 自然を体験し理解する Natur
する区分などの名称 Natur-Mensch-Technik 理科Naturlehre技術 Tech-LebenmitderNatur, erfahrenundVerstehen
/理科Naturkunde /′生物Biologie.化学Chem物理Pysik nik 環境の探究 ErkundenderUmwelt
同上週授業時間数計 不明 実科16(=0+3+J4+5+4) 不明 不明 不明
間一技術｣､ 4テーマ ｢自然事象と自然体験｣｢自然
体験｣｢エネルギーと物質｣｢生物の形態｣に属する
34項目で行われていること,能力育成が大 きな位
置を占め認識と知識の習得は高学年になるとともに
重要になっていること,物理分野の内容が多いが低
学年では生物分野が多いこと,授業時間数や内容に
関する拘束性は強くないことを明らかにした｡
最後に,本稿 とともに,拙稿 215'で明らかにした
内容を含め, ドイツ語圏一諸国諸邦一における初等
科学教育 (概要)を,表17にまとめてお く｡独立
教科は設定されていないが,初等科学教育はなされ
ているといえる｡
ドイツ語圏-諸国諸邦-における初等科学教育
は,初等教育段階の年数,初等科学教育を含む教科
名,初等科学教育に該当する区分などの名称で,地
域的な違いがあるに拘わらず,独立 した教科を設け
て行われていないことで共通しており,目標や内容
(テーマ)などで類似性があることは,更なる分析
結果を待たずに容易に推量できだろう｡
なお,本論文は,第58回理科教育学会全国大会
(平成20年 9月14日,福井大学)において口頭発表
した内容に,基づいたものである｡
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